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は じめ に

帯広市八千代A遺 跡は帯広市街地の南西約30km,日 高山脈の山麓に近い標高280m前 後に位置す

る縄文時代早期前半,暁 式土器期の集落:遺跡である。遺跡面積は約20万 ㎡。農地造成に伴 う発掘調

査が1985～88年(昭 和60～63)に 帯広市教育委員会によって1～5地 点 とした13,163㎡ について行

われ,そ の成果は調査報告書として刊行された(帯 広市教委1990)。

しかし,同 書では諸般の事情から遺構関連資料を中心に取 り扱ったため,結 果 として遺構外出土遺

物に多くの未報告資料が残された。 この中には5地 点出土の貝殻文系平底土器群を主体とした資料を

はじめ,2地 点出土の条痕文系平底土器群,1地 点出土の絡条体圧痕が施文された暁式土器群など縄

文早期前半期の良好な資料が含まれる。 これ らについては筆者がその一部を紹介した経緯はあるもの

の十分な資料提示には至っておらず(北 沢1994・2008,北 沢 ・大鳥居2009),本 稿で未報告資料の紹

介を順次図ろうとするものである。

1.八 千代A遺 跡5地 点出土土器

1-1.5地 点 の概要

5地 点は遺跡範囲の もっ とも南西 に位 置 し,1987(昭 和62)年 に1,601㎡ の調査が行 なわれ た。調

査 区は北側 を低湿部,西 側 は東一 西に伸びる沢状の地形 に挟 まれた標高276～277m前 後の低位面 に

立地す る。調査区内は南 の微高地か ら北の低湿部 に向か う緩斜面で,遺 物は北側の標高の低 い範 囲に

多 く分布す る。包含 層の大半 は耕作 によ り撹乱 されてお り,耕 作土 は重機(ブ ル ドーザー)で 除去

後,黒 色土(V層)下 部か らこの下位 に堆積す る暗褐色土(W層)を 手掘 りで行な った。

出土 した遺構は落:し穴1基,時 期不明の焼土3ヵ 所 と沼尻式相 当期 とみ られ る土坑1基 がある。 出

土 した土器は暁式(十 勝縄文Ia期1)),沼 尻式相 当の貝殻文系平底土器群(Ib期),東 釧路1式 相

当の条痕文 系平底土器群(Ic期),東 釧路II式(Ha期),北 筒式(Vb期),幣 舞式(VHa・b期)

に分類 される547点2)が あ り,沼 尻式相 当の土器群が主体 を占める。

1-2.資 料概観

1は 暁式土器 の新期段階(北 沢2008)に 特徴 的な大ぶ りの円形刺突が施文 された資料。

2～21は 沼尻式相 当の土器群で ある。個体数は 口縁部破片の観 察か ら図示 した16程 度 と推測 され

るが,器 形 の復 原 に至 った資 料は な い。 この類 の文様 要素 は貝 殻腹 縁文(A)を 主 体 に,沈 線文

(B),刺 突文(C),キ ザ ミ(D),条 痕3)(E),無 文(F)が あ り,こ れ らが複合 して施文 され るも

のが多い。貝殻腹縁文 は施 文具の放射肋痕が連続 して明瞭 に残 され るもの(A1),破 線状(A2),

点線 状(A3),貝 殻外 面の押 圧による とみ られ る 「D字 」 の連続(A4)の4種 沈線文は文様 の

区画 ・割付用 とみ られる細沈線(B1)と 明瞭な沈線(B2)の2種 に細分 して以下 の記載 を行な う。

2は 山形突起 を有 し突起部 は肥厚す る。文様 はA2+B1で,外 切の 口唇 にはA2が 斜位 に施文 さ

れる。3は 突起 をもつ波状 口縁 とみ られ,頂 部か ら縦位 の刺突が垂下する。文様 はB1で 菱形に区画
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され,区 画 内にA2が 同形に充填 された ものが多段 に施 され る。内面は横位 の貝殻条痕が施され,上

部 にはA2が 斜位 に施文 され る。4は 波状 口縁 とみ られ,波 頂部か ら垂下す る縦位 の刺突が施 され,

口縁部 には菱形構成 とみ られ るB2,口 唇は平坦に調整され直径1mmほ どの円形刺突が施文され る。

5は 口唇 断面は尖 り気味で,口 縁:には縦位→横位 のA3が 施 され,両 者は異 なる貝種 もしくは施文方

法による可能性がある。縦位 のA3は ロッキ ングによる単位がみ られる。6は 縦位の条痕 が施された

後,貝 殻腹縁文A3が 施文 され る。 口唇上 には横長 の刺突 とA2が 施文 され る。7は 口唇がやや尖 り

気 味で,A3が 横位に施 され る。土坑出土。8は 口唇 には横位のA1が 部分的 に,口 縁 には同種 の貝

殻腹縁文が密 に施文される。 内面は横位 に条痕 が施 され,下 部は条痕後ナデ調整が施 される。9は 波

状 口縁で,外 切の 口唇上 にはキザ ミが施 され,口 縁 には縦位 →横位 のA1が 施 される。10は 口唇上

にA4と み られる貝殻腹縁文,口 唇下 に2条 の平行 沈線,こ の下位 に横位 のA1が 施 文 され る。ll

は 口縁 を欠 くが,山 形突起 をもつ器形 と思われ,垂 下す る縦長の刺突 を基線 とし,2条 単位 の横走す

るB2間 にA1が 充填 され る。12は 大 きな波状 口縁 とみ られ,口 唇 に沿 うB2と 下位 のB2間 にA

1が 施文 され る。 口唇上 と内面 上部 にはA4が 施文 され る。13は 口縁 は緩 い波状 を呈 し,文 様は上

部はA3,下 位はA1。14は 口唇 直下は横位,下 位 は斜位 にB1が 施文 され,こ の間をA3が 充填

される。15は 波状 口縁 の頂部 か ら垂下す る刺突が施 され,口 縁 には横位 のB2とA1が 施文 され る。

16は 突起部 がわずか に肥厚 し,口 唇 にキザ ミ,口 縁部 には同様 の施文具 による刺突で 山形 に構成 さ

れ る。17は 山形突起 をもつ無文土器。18は 貝殻腹縁文が縦横 に施文 され た胴 部。縦位 はA3,横 位

はA1で いずれ もロッキ ング による施文 と見 られ,両 者の施文具 は異なるよ うで ある。19は 縦位 の

刺突 が施 され,ロ ッキ ング によるA1が 施文 され る。20・21は 底 部。 いず れ も横位 のA3が 施され

る。21は 底径5.6cmを 測 り,腹 縁文は ロッキ ング によ るとみ られ る。

22～26は 条痕文系平底土器群。個体 数は10程 度 と推測 されるが,器 形の復原に至 った資料はない。

22は 幅1cm前 後の指頭様 の工具で横位の調整が内外面 に施 された無文資料。23～25は 植物質工具に

よる横位の調整(条 痕)が 施 され たのちナデ調整が施 され る。25は 内面 に炭化物が著 しく付着する。

26は 底径10.2cmの 底部,植 物質工具による調整痕が器面 ・底面 に残 され る。

1-3.1」、}舌

八千代A遺 跡5地 点出土の土器 につ いて,沼 尻式相当の資料 を中心 に紹介 した。 出土資料は器形 ・

全体の文様構成な どに不確実な点 があるが,文 様要 素 ・構成 にバ リエー シ ョンをもつ資料群で ある4)。

この うち縦位 の腹縁文A3が 施文 された資料(5)は,大 沼忠春(1999)が 駒場式 に関連す る として

注意 した ものである。 また,縦 位 の条痕 をベース とした資料(6)は 暁式土器 との関連を想起 させ る

な ど,沼 尻式土器群 の系譜 を検討す る上で一つのキー とな る資料群 といえよう。

1)調 査報告書で用いた土器分類

2)調 査報告書の一覧表 ・記載を訂正する。内訳はIa期47点,Ib期254点,Ic期179点,Ibも しくはIc期

24点,Ilb期6点,Vb期16点,冊b期24点 。

3)条 痕の工具は,3は 貝殻,7・8は 貝殻の可能性が高いが,他 は貝殻による可能性もあるが判然としない。

4)十 勝地域で当該資料の出土が報じられているのは,管 見では帯広市八千代A1・2・5地 点,豊 頃町高木2,浦

幌町平和 ・生剛A・ 新吉野台細石器,大 樹町下大樹,鹿 追町鹿追2,池 田町青山Aの 各遺跡である。
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